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医師・歯科医師・看護師ら 49人が参加して、
会場はいっぱいに

　協会姫路・西播支部は、10 月 29 日、じ
ばさんびるにて、姫路医療センターの感染
管理認定看護師三木久子氏を講師に、医療
安全管理研修会「外来診療での感染防止対
策―感染を拡大しない、感染をうけないた
めに―」を開催。医師・歯科医師・看護師
ら 49 人が参加した（前号既報）。参加し
た小嶋志之先生の感想文を紹介する。

　当院看護師３人と一緒に参加させてい
ただきました。標準予防策から経路別の
予防策について具体的に説明していただ
きました。
　特にそれぞれの予防策を実践するにあ
たっては、手洗いの方法からどのタイミ
ングでどのような方法を具体的に取るか
まで落とし込んで、さらに具体的にどう
するかまで落とし込まないと現場で実践
できません。かなり細かなディティール
まで語っていただき、当院看護師も熱心
にメモを取っておりました。
　マスクの使い方一つをとっても、アウ
トな使い方をしていたのだと反省してお
ります。間違った使い方をしていると、
何もしないよりもまだ悪いことになって

しまうこともあるのですね。
　嘔吐処理キットは是非作成していつで
も使えるように準備しておきたいと思い
ます。明日からの日常診療でもすぐに役
立つものと思います。
　また、針突き事故などに伴うＨＩＶ感
染の可能性については、これまであまり
念頭に置くことがありませんでしたが、
身近な問題として頭の隅に置いておかな
ければならないポイントだと認識いたし
ました。いざというときにはいつでも姫
路医療センターに相談できるという安心
もいただきました。ありがとうございま
した。

【姫路市　小嶋　志之】

会員署名へのご協力ありがとうございました

　医療へのフリーアクセスを制限す
る「登録医制度」を許さない―。政
府が計画する患者負担増などの中止
を求め、協会が取り組む会員ＦＡＸ
署名が、11 月 21 日までで 901 筆
となった。集まった署名は、11 月
17 日の中央要請行動に持参し、兵
庫県選出の国会議員や厚労省へ提出
した。この署名は、「かかりつけ医」
以外への受診を制限する受診時定額
負担を導入しないことなど、６項目
を求めている。「私の一言」欄には、
姫路・西播支部の会員からも負担増
計画に対する不安や怒りの声が多数
寄せられている。姫路・西播支部の
会員からの一言の一部を紹介する。
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姫路 ・西播支部の先生からの一言

〇かかりつけ医になるには数名のドクターのいる診療所しかムリと思います。私は一人では

決して 24時間対応はできません。（姫路市・医師）

〇障害者、高齢者等社会的弱者の負担増に反対します。（姫路市・医師）

〇上記のような医療改悪案の全てに反対にします !!（姫路市・医師）

〇窓口負担金を増やせば増やすほど、患者さんは受診を我慢され挙げ句には大病につながり、

さらに医療費が嵩む。負の連鎖に陥っています（姫路市・歯科医師）

〇かかりつけ医が公立病院 etc、大きな病院であることもあり、必ずしも近所にあるとは限

りませんし、そういう患者さんが風邪 etc で近所の医院を受診されることは結構あると思わ

れ、その時ペナルティのように定額負担を課すのはどうかと思います。漢方薬を処方するこ

とも結構あり、保険を外されると患者さんの負担は相当高まります。入院時の水光熱費負担

とは、何でも名目をつけてお金をとろうとするのはどうかと思います。もちろん節約は必要

と思いますが。（赤穂市・医師）

〇国民の命をおびやかす、受診抑制の政策に断固反対。保険料が高い上に患者負担増は福祉

国家をめざす国づくりに逆行。経済格差が医療格差 ( 健康格差）につながるので反対。受診

抑制は結局、病気が重症化する可能性が高く、医療費も高くなるので反対。（赤穂郡・歯科医師）

感想文 感染防止のための様々な工夫学べた
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　協会では、12 月末まで「組織強化月間」に取り組んでいます。

　月間中は、多くの新規開業、病院勤務の先生方に保険請求対策、審査指導対策、

新規開業医研究会、臨床研究会、歯科定例研究会等の参加、３大共済制度（グルー

プ保険・保険医年金・休業保障制度）などでご入会をい

ただいています。

　会員の先生はもちろん非会員の先生にも「頼りになり

役に立つ協会」を知っていただき、身近な存在と感じて

いただければと考えております。

　つきましては、ご家族やお知り合いの先生で、まだ協

会未入会の先生がいらっしゃいましたら、紹介状などの

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

お問い合わせ等は、組織部（℡ 078-393-1817）まで

ご家族・お知り合いの先生を

ご紹介ください

支部ニュースへぜひご投稿ください
日常診療のことや医科・歯科連携などテーマは自由です。

ぜひご投稿ください。よろしくお願いします。
お問い合わせは、℡ 078-393-1807 ＦＡＸ：078-393-1820　

E-mail：kuriyama-h@doc-net.or.jp　　　　　　　　　担当事務局；栗山まで

健康情報テレホンサービス開 業 医 手 作 り

月替わり健康情報 ☎ 0120-979-451

12 月のテーマ １月のテーマ

月曜日　高齢者肥満に対する減量のすすめ

火曜日　オーラルフレイル

水曜日　近頃行われている痔核治療

木曜日　乳がんの早期発見・早期治療

金土日　若い人の薄毛

月曜日　冬に流行る乳幼児の嘔吐下痢症

火曜日　お酒との上手な付き合い方

水曜日　おりもの（帯下）について

木曜日　血尿が出たら

金土日　食べる時にムセる人の訓練法

患者さんにオススメください！

協会第 90回評議員会

宇野評議員が発言

子ども医療費無料化が大きく前進

第 90 回評議員会には 100 人が出席（左）
支部の取り組みについて発言する宇野千里評議員（右）

　協会は 11 月 20 日、協会会議室にて第 90 回評議員会を開催し、評議員 47 人を含む
100 人が出席した。姫路・西播支部からは宇野千里評議員が出席し、姫路・西播支部下
の全市町でこども医療費無料化が実現したことや、支部企画の開催などの取り組みにつ
いて発言した。以下、宇野評議員の発言を紹介する。

姫路・西播支部の取り組みについて報告
する。
姫路・西播支部ではほぼ毎月幹事会を開
催し、情勢議論や支部の研究会等の企画
について議論を行っている。
特徴的な取り組みとして、この間支部総
会を８月６日に開催した。映画「妻の病
―レビー小体型認知症―」上映会と、認
知症をテーマとしたミニ講演を高森信岳
先生が行い、90 人が参加した。
弁護士を講師に招いて、日本国憲法全文
を一条ずつ読み深めていく憲法学習会の
最終回を 9 月 29 日の幹事会終了後に実
施した。最終回では、自民党改憲草案の
改正要件について学習した。

姫路西播地域のこども医療費無料化は、
太子町で町長選が行われ、無料化を公約
した新人候補が当選し、こども医療費無
料化が実現した。これで姫路西播の全市
町でこども医療費が無料となった。
文化企画としてはバスツアーを 5 年ぶ
りに開催した。「三田・永沢寺（ようた
くじ）でそば打ち体験などを行い、４医
療機関より 19 人が参加した。
医院スタッフ向けの学習会として、医療
安全管理研修会を 10 月 29 日に、接遇
研修会を 5 月 21 日にそれぞれ行って、
それぞれ 49 人、52 人が参加した。
今後も引き続き、会員の要求に沿った、
多彩な企画を検討していきたい。


